
氏名 木下　光生

・文献史学（日本史）演習Ⅰ～Ⅳ

授業科目

①近世史フォーラム事務局長
②奈良歴史研究会事務局長・代表代行・研究委員長
③舳松人権歴史館（堺市）展示委員会委員
④山添村教育委員会古文書入門講座（2020年12月12日、奈良県山添村豊原公民館）

【研究上の特記事項】

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　近世史フォーラム　貧困研究会　奈良歴史研究会　大阪歴史学会　日本史研究会
　社会経済史学会　佛教史学会　日本葬送文化学会　日本環境斎苑協会

　貧困、救済（セーフティーネット）、自己責任

　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

　博士（文学）

　近世日本史

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

学部担当科目

・日本史Ⅰ
・日本史特殊講義
・史料講読Ⅰ・Ⅱ
・日本史講読Ⅱ
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

【学内活動】
（学内職歴を含む）

入学試験委員会委員
FD委員会委員

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（基盤研究Ｂ）「比較史からみる生活の存立構造
1600-2000：家政・市場・財政」研究分担者（研究代表者・谷本雅之、2017～20年度）

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

通信教育部担当科目 ・史学演習Ⅲ



編共著

単著
①「比較史からみた16～17世紀
日本の兵力」

2020年8月

歴史学フォーラム2019
実行委員会『歴史学
フォーラム2019の記録
権力と社会統合』同実
行委員会

44～61頁

②

①

②

①「梅田墓」発掘に関するテレ
ビ取材協力

（学会発表）

③「梅田墓」発掘に関する新聞
取材協力

（その他）

②「梅田墓」発掘に関するテレ
ビ取材協力

③

③

オンライン取材をうけ、番組内で放映

番組アナウンサーとロケをおこない、番
組内で放映

「都市の暮らし伝える梅田墓　江戸から
明治　大阪都心に人骨1500体」の記事
に関し、取材協力

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①『山添村文化財調査報告第2
集　山辺郡山添村大字広瀬古
文書調査報告書　広瀬区有文
書目録・解題』

2021年3月 山添村教育委員会
全91頁
目録の入力・編集、および解題の執筆
を担当

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

ABCテレビ「キャスト」

カンテレ「報道ラン
ナー」

産経新聞夕刊

2020年8月13日

2020年8月20日

2020年9月25日

②

③


